
３
月
議
会
は
、
新
年
度
予
算
案
、
市
政
方
針
に
対

す
る
総
括
質
疑
が
３
月
４
日

（木
）
５
日

（金
）
８

日

（月
）
の
３
日
間
13
人
が
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ッ
チ
放
映

は
３
月
12
日

・
18
日

・
24
日
の
午
後
６
時
か
ら
地
デ

ジ
11
CH
で
見
れ
ま
す
。

岡
本

守
正
議
員

３
月
４
日
（木
）１
番
目

１
．
く
る
く
る
バ
ス
の
運
営
方

法
改
善
、
拡
充
に
つ
い
て

(1)
く
る
く
る
バ
ス
の
運
営
委
託
が
、
２
０
２
０
年
9

月
９
日
入
札

「レ
ス
ク
ル

（株
）
知
多
営
業
所
」

に
落
札
が
さ
れ
た
。

ア
、
入
札
要
件
の
仕
様
書
項
目
は

イ
、
実
績
や
経
験
年
数
、
市
内
営
業
所
な
ど
の
加

点
は
な
い
の
か

ウ
、
公
共
事
業
の
運
営
事
業
で
3
年
毎
に
雇
用
先

が
変
更
と
な
る
現
体
制
に
問
題
意
識
は
あ
る
の

か
。

エ
、
市
長
等
の
会
計
任
用
職
員
の
人
数
は
運
転
手

会
計
任
用
職
員
と
く
る
く
る
バ
ス
運
転
手
の
手

取
り
月
給
、
勤
務
要
件
の
違
い
は
。

オ
、
休
憩
室
の
有
無
は
、
会
計
任
用
と
業
者
委
託

の
運
転
手
比

カ
、
会
計
任
用
運
転
手
５
人
の
人
件
費
と
、
く
る

く
る
バ
ス
運
転
手
の
人
件
費
総
額
は
。

キ
、
く
る
く
る
バ
ス
運
転
手
を
市
直
営
に
し
、
会

計
任
用
方
式
に
し
て
は
。

ク
、
若
い
人
も
生
活
で
き
る
賃
金
補
償
で
、
安
全

親
切
な
バ
ス
運
行
を
。

ケ
、
入
札
後
の
、
く
る
く
る
バ
ス
運
転
手
の
労
働

条
件
変
更
事
項
は
。
給
与
、

一
時
金
な
ど
前
進

し
た
点
、
後
退
し
た
点
。

(2)
市
民
の
求
め
る

「高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
」

の
た
め
の
バ
ス
拡
充
と
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
支

給
制
度
を
。
各
市
の
実
施
状
況
を
。

２
．
２
０
３
０
年
２
０
５
０
年
に
む
け
た
地

球
気
候

変
動
阻
止
の
た
め
の
環
境
対
策
を

(1)
相
次
ぐ
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
要
因
に
つ
い
て
、

市
当
局
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

(2)
今
後
の
10
年
間
で
地
球
を
守
る
の
か
、
壊
滅
的
な

状
況
に
進
め
る
の
か
が
決
定
す
る
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減

の
市
独
自
施
策
は
。
削
減
目
標
数
字
は
。

(3)
脱
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
対
策
や
、
販
売
者
責
任
、
製
造

者
責
任
を
求
め
る
施
策
は
。

(4)
古
紙
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
で
、
燃
焼
ゼ
ロ
の
対
策
を
。

回
収
報
奨
金
を
ｋ

ｇ
・
10
円
に
引
上
げ
を
。
実
績

と
今
後
の
目
標
を
示
さ
れ
よ

(5)
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
設
立
経
過
、

企
業
目
的
、
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
ゼ
ロ
に
向
け
た
方
策
は
。

(6)
法
人
市
民
税
６
億
円
増
加
の
理
由
と

算
出
根
拠
、
今
後
の
見
通
し
は
。

山
口
は
る
み
議
員

３
月
８
日
（月
）４
番
目

１
．
少
人
数
学
級
と

「改
正
学
校

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
に
つ
い
て

(1)
２
０
２
１
年
度
、
小
学
２
年
生
の
35
人
学
級
の
実

施
状
況
は
。
学
校
毎
に
ク
ラ
ス
数
の
増
加
数
を
。

(2)
２
０
２
１
年
度
愛
知
県
制
度
は
、
小
学
３
年
生
に

引
き
あ
が
る
の
か
。
各
学
校
毎
の
増
加
数
を
。

(3)
今
後
５
年
間
の
35
人
学
級
に
移
行
す
る
場
合
の
学

校
毎
の
教
室
増
加
見
込
み
は
。
年
度
毎

・
学
校
毎

・

学
年
毎
に
想
定
数
を
明
ら
か
に
。

(4)
今
年
４
月
か
ら
の
、
教
員
確
保
の
状
況
は
。
い
つ

明
確
に
な
る
の
か
、
確
保
の
対
策
を
県
か
ら
聞
い

て
い
る
の
か
。

(5)
30
人
学
級
に
し
た
場
合
の
、
碧

南
市
小
学
校
各
学
年
の
ク
ラ
ス

増
加
数
は
。

(6)
中
学
２
年
３
年
の
少
人
数
学
級

を
。
35
人
学
級
と
30
人
学
級
の

場
合
の
学
校
毎
ク
ラ
ス
増
加
数

は
。

(7)
今
後
の
教
室
不
足
に
対
し
て

い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
教
室

増
設
を
行
う
の
か
。

(8)
国

へ
30
人
学
級
を
小
中
全
学

年
で
実
施
す
る
よ
う
求
め
る

と
と
も
に
、
市
独
自
で
実
施
に
踏
み
切
る
べ
き
で

は
。
1
ク
ラ
ス
増
の
必
要
経
費
と
７
年
後
の
見
通

し
を
。

(9)
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
公
立
小
中
学
校
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
義
務
化
と
な
っ
た
。
法
の
詳
細
を

示
さ
れ
よ
。

(10)
碧
南
市
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
や
障
が
い
者
ト
イ

レ
の
設
置
状
況
は
。

(11)
既
設
の
学
校

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
障
が
い
者
ト

イ
レ
の
完
全
設
置
を
。

２
．
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

と
国
保
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
を

(1)
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
新
年
度
の
前
進
状

況
は
。

(2)
市
と
し
て
入
院
費
通
院
費
の
無
料
化
を
。
実
施
し

な
い
の
は
な
ぜ
。

(3)
国
保
の
子
ど
も
均
等
割
の
軽
減
に
つ
い
て
、
国
は

２
０
２
２
年
に
５
割
負
担
す
る
。
市
は
前
倒
し
実

施
を
。
費
用
額
の
試
算
と
２
０
２
２
年
度
、
市
の

対
応
は
。

３
．
生
活
保
護
の
扶
養
照
会
と
75
歳
以
上

医
療
費
無
料
制
度
に
子
の
照
会
廃
止
を

(1)
国
は
、
生
活
保
護
は
国
民
の
権
利
と
し
扶
養
照
会

は
不
必
要
と
し
た
。
市
の
過
去
５
年
間
に
お
け
る

保
護
申
請
数
と
却
下
件
数
。
扶
養
照
会
の
件
数
は
。

(2)
市
の
扶
養
照
会
廃
止
な
ど
、
今
後
の
前
向
き
な
対

策
を
求
め
る
。

(3)
75
歳
以
上
医
療
費
無
料
化
の
制
度
紹
介
に
、
後
期

高
齢
者
保
険
証
の
交
付
と
合
わ
せ
て

「75
歳
以
上
」

「非
課
税
」

「単
身
生
活
者
」
の
規
定
を
明
示
し
た

交
付
申
請
書
の
同
封
を
。

《
裏
面
に
つ
づ
く
》
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気候変動・少人数学級・バス拡充を



第8期（案） 第7期 増減
1 高浜市 5,820 5,700 120円増
2 岡崎市 5,720 5,390 330円増
3 碧南市 5,300 4,860 440円増
4 ⻄尾市 5,300 5,200 100円増
5 安城市 5,290 5,290 0
6 刈谷市 5,200 5,200 0
7 豊田市 5,200 5,500 300円増
8 知立市 4,650 4,650 0
9 みよし市 4,600 4,040 560円増 

10 幸田町 4,300 4,800 500円増

第8期介護保険料 基準月額(円）
順位

《
表
面
か
ら
の
つ
づ
き
》

(4)

75
歳
以
上
医
療
費
無
料
制
度

「
マ
ル
福
」
申
請
時
の
子
の
扶
養

義
務
照
会
の
た
め
の
同
意
書
は
廃
止
を
。

(5)
「
マ
ル
福
」
は
、
単
身
の
み
で
な
く

「非
課
税
世
帯
」

へ
の
対
象

拡
大
を
。

４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

(1)

最
新
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
時
期
と
期
ご
と
人
数
、
接
種
場
所
は
。

人
的
確
保
は
、
接
種
す
る
医
師

・
看
護
師
確
保
数
は
。

(2)

ア
ナ
フ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
、
緊
急
事
態

へ
の
対
応
は
。

３
市
が
す
え
お
き

３
月
議
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
第
８
期
介
護
保
険
料
の
基
準
額
月

額
の
案
が
西
三
河
９
市
１
町
で
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。

安
城
市
、
刈
谷
市
。
知
立
市
は
第
７
期
の
保
険
料
を
据
え
置
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
碧
南
市
は
４
４
０
円
引
上
げ
10
市
町
で

３
位
の
高
さ
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
２
０
２
１
～
２
０
２
３
年
の
３
カ
年
の
介
護
給
付

費
を
65
歳
以
上
の
人
数
で
割
戻
し
て
決
め
ま
す
。

碧
南
市
は
、
第
７
期
の
最
終
年
２
０
２
０
年
に
給
付
総
額
約
42
億

円
で
し
た
。
第
８
期
は
最
終
年
約
51
億
円
を
見
込
み
９
億
円
も
増
額

し
て
い
ま
す
。
必
要
以
上
の
水
増
し
の
見
込
み
で
す
。

こ
れ
を
修
正
し
年
間
約
１
億
円
弱
。
３
年
分
で
３
億
円
弱
の
引
き

上
げ
分
１
人
４
４
０
円
を
な
く
し
、
保
険
料
を
据
え
置
く
こ
と
は
可

能
で
す
。

瀬
戸
市
３
０
０
円
・長
久
手
市
10

円
の
引
き
下
げ

県
内
で
は
瀬
戸
市
が
５
，
６
２
７
円
を
５
，
３
２
０
園
と
約
３

０
０
円
。
年
間
３
，
７
０
０
円
引
き
下
げ
ま
す
。
長
久
手
市
は
、

10
円
ほ
ど
の
引
下
げ
予
定
で
す
。

碧
南
市
は
、
第
８
期
保
険
料
は
、
西
三
河
９
市
１
町
の
中
で
第
３

位
の
高
さ
で
す
。
み
ん
な
で
引
下
げ
、
据
え
置
き
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ

う
。パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
９
名
30
件
の
意
見

２
０
２
０
年
12
月
14
日
か
ら
1
月
13
日
ま
で
行
わ
れ
た
パ
ブ
ッ

リ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
。
９
人
30
件
の
意
見
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
や
利
用
料
の
減
免
制
度
を
実
効
あ
る
も
の
に
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
を
拡
充
す
る
よ
う
に
。

ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
の
充
実
や
、
緊
急
通
報
電
話
の
設
置
促
進
な
ど

遅
れ
た
碧
南
市
の
高
齢
者
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。く

る
く
る
バ
ス
拡
充
や

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
支
給
は
ま
っ
た
な
し

碧
南
市
当
局
は
、
年

間
約
11
億
円
も
65
歳

以
上
高
齢
者
か
ら
保
険

料
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

誠
実
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
充
実
、
介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
、
高
齢
者

福
祉
の
充
実
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
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戦争法廃止
改憲許すな19行動
３月19日（金曜日）午前11時～

日本共産党碧南市会

議員団のホームペー

ジを新しくしました。

ごらんください。

新
し
い
日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案

○
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
,
格
差
を
正
し
,
暮
ら

し
家
計
応
援
第

一
の
政
治

○
憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・民
主
主
義
・平
和
主
義

を
回
復
す
る

○
覇
権
主
義
へ
の
従
属
・屈
服
外
交
か
ら
抜
け
出
し
、

自
主
・自
立
の
平
和
外
交
に
転
換

○
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と
共
生
す

る
経
済
社
会
を
つ
く
る

○
ジ
エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
を
大
切
に

し
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治

比例東海予定候補
しまづ幸広 ＝前衆院議員

もとむら伸子＝衆院議員
長内 史子 ＝32歳

介
護
給
付
費
９
億
円
増
を
減
ら
し
て

介
護
保
険
料
引
下
げ
を


